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68年に設立直後の野村総合研究所

に入社以来、日本の知識サービス産

業の誕生期から現在に至るまでのプ

ロセスをつぶさに眺め、その前線で働いてき

ました。この間に様々な業務を経験しました。

野村総研では海外産業調査を皮切りに石

油・エネルギー問題、インターネット関連新

事業立ち上げなど幅広い分野を経験。理事長

時代にはどこでもネットとつながる「ユビキク

スネットワーク」という概念

を提唱しました。

その後、政府の情報通信政

策に関与したことで情報系が

専門と受け止められがちです

が、 2007年から産官学連携組

織のサービス産業生産性協

議会に参画し、今はサービス

産業の革新というテーマにど

っぷりはまっています。数カ

月前まで務めていたNTTド

コモの社外取締役も含め、実

に15回もの仮想的転職を重

ねてきたことになります。

このため、何の専門家にも

なりませんでしたが、常に時

専門性にはこだわらず、3年ほど手掛けたら次

を考える。この業界で生き抜いていくために

もがき続けてきた結果、多様な問題解決の専

門家になっていきました。

そのおかげで持続可能な仕事人生を歩むこ

とができています。 21世紀は特定分野の専門

家だけでなく、基盤的能力をしっかり持った

「多様家」がますます求められると思います。

サービス産業の革新に取り組み出したのは、

00年代初めのユビキタスネ

ット提唱時の反省が背景にあ

ります。日本企業のICT(情

報通信技術)製品がグローバ

ル市場を席巻できるようにと

の狙いがあったのですが、日

本企業が高性能・高品質の

「ガラケー」開発に熱中してい

た時、米アッフルの共同創業

者のスティーブ・ジョブズ氏

は、 ICTの利用サービスのア

プリの開発者が自由に活動で

きるプラットフォームによっ

て、サービスを豊かにするよ

うな戦略を展開しました。

それが10年代にスマート

代の先端に身を置こうとして

きたことで、社会経済のパラダイム変化や課

題解決の道筋がよく見えるようになりました。
}　周囲から「先端病」とやゆされる行動スタイ

ルになったのは若手時代の経験がきっかけで

す。入社後に配属された新設組織には受注残

がなく、3ヵ月間仕事はゼロ。やりたいことを

するには自分で顧客を探さなければならない。

知識の提供で対価を得るこの業界の厳しい現

実をいきなり突き付けられたことで、常に次

の次まで考える思考法が身に付きました。

また、時代の潮流に応じて顧客は次々に変

化していきます。 1つの分野を突き詰めでもブ
ームが終息すれば役に立ちません。確立した

フォンの普及で一気に花開

き、日本のICTプレーヤーは見る影もなくな

りました。モノ作りにこだわり、サービスこ

そが経済・企業活動の中心であり、経済はサー

ビスで動いているという認識から日本が取り

残されてきたことが敗因です。

日本のGDP (国内総生産)の70%以上はサ

ービス産業が占め、その生産性は米国の5割

程度。企業と顧客が一緒に優れたサービスを

つくる「価値共創」を後押しし、サービス産業

を革新していくことが日本経済には不可欠で

す。多様家人生の集大成として、日本の資本

主義の転換につながるこのテーマに今後も注

力していくつもりです。 (談)　　　　　㊦
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